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５
年
前
に
理
惠
さ
ん
の
実
家
が
あ
る
紀
の
川
市
に
移
住

し
、
大
好
き
な
吹
奏
楽
と
子
育
て
に
奮
闘
中
の
大
輔
さ

ん
と
理
惠
さ
ん
ご
夫
婦
で
す
。

大
輔
さ
ん
は
広
島
市
の
出
身
で
、
仕
事
の
関
係
で
大
阪
に
。

小
売
業
を
経
て
、
金
融
機
関
で
の
仕
事
を
し
て
い
た
際
、
学
生

時
代
に
吹
奏
楽
部
に
在
籍
し
て
い
た
経
験
か
ら
、
貝
塚
市
吹
奏

楽
団
に
入
団
し
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
演
奏
を
続
け
て
い
ま
し
た
。

理
惠
さ
ん
は
打
田
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
出
身
で
、
熊
取
町
で

保
育
士
の
仕
事
を
さ
れ
て
い
た
際
に
、
同
吹
奏
楽
団
に
入
団
し

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
知
り
合
い
、
お
二
人
は
ご
結
婚
さ
れ
ま

し
た
。３

人
目
の
子
供
を
授
か
っ
た
こ
と
を
機
に
、
今
後
の
子
育

て
の
こ
と
を
考
え
、
理
惠
さ
ん
の
実
家
の
あ
る
本
市
に

移
住
す
る
こ
と
に
。

そ
の
頃
、
大
輔
さ
ん
は
多
忙
を
極
め
、
打
田
か
ら
勤
務
地
の

難
波
ま
で
の
通
勤
と
日
々
の
業
務
で
「
平
日
、
子
供
た
ち
と
顔

を
会
わ
す
時
間
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
楽
器
を
触
る
こ
と
す
ら
で

き
な
か
っ
た
」
と
大
輔
さ
ん
。

理
惠
さ
ん
と
相
談
し
、
家
族
の
た
め
に
と
考
え
、
本
市
で
の

仕
事
を
探
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
金
融
機
関
時
代
に
医
療
関

係
に
も
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
現
在
は
、
本
市
内
の
病

院
で
医
療
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
職
で
頑
張
ら
れ
て
い
ま
す
。

通
勤
時
間
が
減
り
、
家
族
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
も
向
き
合
う

時
間
が
で
き
た
大
輔
さ
ん
と
理
惠
さ
ん
は
、
楽
器
の
演
奏
に
再

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
と
し
ま
し
た
が
、
本
市
に
は
子
育
て
を
し

な
が
ら
参
加
で
き
る
大
人
の
吹
奏
楽
団
は
な
く
、
和
歌
山
市
や

大
阪
府
に
行
く
選
択
肢
の
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

♪子育てをしながら
　大人も楽しめる部活動♪

「あったか音楽隊」歌 大輔さん・理惠さん
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そ
ん
な
中
、
転
機
が
訪
れ
ま
す
。
平
成
29
年
４
月
、
理

惠
さ
ん
の
知
人
が
、「
あ
っ
た
か
ク
ラ
ブ
」
を
設
立
し
、

歌
さ
ん
の
子
供
た
ち
も
参
加
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
が
、

参
加
者
の
保
護
者
に
も
吹
奏
楽
部
Ｏ
Ｂ
の
方
が
何
人
も
い
る

こ
と
を
知
り
、「
そ
れ
な
ら
ば
自
分
た
ち
で
吹
奏
楽
団
を
立

ち
上
げ
て
み
よ
う
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

最
初
は
歌
さ
ん
ご
夫
婦
と
数
人
で
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た

が
、
現
在
メ
ン
バ
ー
は
20
名
。「
あ
っ
た
か
音
楽
隊
」

と
名
付
け
、
来
年
１
月
に
開
催
予
定
の
「
い
こ
ら
フ
ェ
ア
」

へ
の
参
加
を
目
標
に
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

「
み
ん
な
で
楽
し
ん
で
演
奏
す
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
紀
の
川
市
内
に
は
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
Ｏ
Ｂ
の

方
が
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
一
緒
に
演
奏
を
楽
し
み
た
い
で
す
」

と
理
惠
さ
ん
は
言
い
ま
す
。
皆
さ
ん
生
き
生
き
と
練
習
し
て

い
ま
し
た
。

本
市
に
住
ん
で
み
て
感
じ
る
こ
と
は
？
と
の
質
問
に
は
、

「
地
区
の
繋
が
り
が
濃
密
で
、
子
育
て
の
環
境
が
と
て

も
良
い
と
こ
ろ
」
と
お
答
え
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
都
会
は
大
人
に
な
っ
て
か
ら
で
も
行
け
る
け
ど
、
子
供

時
代
に
の
び
の
び
と
し
た
環
境
で
育
つ
こ
と
は
大
事
だ
と
思

う
」
と
大
輔
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

「
紀
の
川
市
は
、
道
路
ア
ク
セ
ス
が
良
く
、
車
で
は
大
阪
も

近
く
便
利
。
み
ん
な
温
か
く
て
住
み
や
す
い
街
で
す
ね
」
と

優
し
い
笑
顔
が
印
象
的
な
大
輔
さ
ん
・
理
惠
さ
ん
ご
夫
婦
で

し
た
。

（
上
野
・
森
田
）

私たちと音楽と子育てを楽しみませんか

抱負を熱く語る歌さんご夫婦

練習の間
ボランティア
さんと
楽しく遊ぶ
子供たち
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へ
き
地
医
療
存
続
の
道
す
じ

第
２
回
定
例
会

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

・
会
期　

22
日
間

　

６
月
８
日
～
６
月
29
日

・
一
般
質
問　

13
名
が
登
壇

※
議
会
だ
よ
り
は
、
主
な
議
案
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
、
そ
の
他
の
議
案
や
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、

紀
の
川
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
議

会
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

今
回
の
議
案
は

市
長
提
出
議
案

・
専
決
処
分
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
６
件

・
人
事
案
件
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７
件

・
条
例
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３
件

・
平
成
30
年
度
補
正
予
算
…
…
…
…
…
…
１
件

・
そ
の
他
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
件

議
員
提
出
議
案

・
決
議
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
件

計
19
件

3件に
注目！

市
が
直
接
運
営
し
て
い
る
鞆
渕
診
療
所
の
財
政
状
況
を
考
慮
し
、
現
体
制

の
ま
ま
で
は
困
難
な
時
期
を
迎
え
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
と
考
え
、
指
定

管
理
者
制
度
も
導
入
で
き
る
よ
う
に
改
正
さ
れ
た
。

地
区
住
民
へ
の
説
明
は
。

見
直
し
方
針
、
現
状
や
見
通
し
、
指
定

管
理
者
制
度
を
導
入
し
た
後
の
対
応
や

見
直
し
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
説
明
会
を
開

い
て
い
る
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

選
定
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
要
綱
を
決

め
公
募
を
行
い
、
平
成
31
年
４
月
か
ら

の
管
理
開
始
を
目
指
す
。
万
が
一
、
応

募
が
な
い
場
合
で
も
、
診
療
所
の
運
営

は
続
け
る
。

ＱＱ ＡＡ

（
議
案
第
70
号
）紀
の
川
市
国
民
健
康
保
険
直
営
診
療
施
設
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

1
こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

鞆渕診療所
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年
度
内
の
医
療
費
が
確
定
し
、
一
般
会
計
よ
り
法
定
外
に
繰
り
入
れ
て
い

た
２
億
円
の
う
ち
５
千
万
円
を
返
す
。
（
今
回
で
全
額
返
済
と
な
り
ま
し

た
）

子
育
て
世
代
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、
子
供
を
安
心
し
て
産
み
、
育
て

る
た
め
、
在
宅
で
育
て
る
多
子
世
帯
の
０
歳
児
を
対
象
に
、
和
歌
山
県
が
支

給
す
る
「
在
宅
育
児
支
援
事
業
給
付
金
」
を
予
算
措
置
す
る
も
の
。

（
在
宅
育
児
支
援
事
業
２
千
48
万
円　

県
100
％
委
託
事
業
）

反
対　
平
成
28
年
度
の
会
計
で
、
赤
字
が
予
想

さ
れ
た
た
め
一
般
会
計
よ
り
借
り
た
５
千
万
円

を
返
す
内
容
に
な
っ
て
い
る
が
、
返
さ
ず
に
後

に
保
険
料
の
値
上
が
り
を
抑
制
す
る
た
め
に
使

う
べ
き
だ
。

賛
成　
あ
く
ま
で
緊
急
措
置
と
し
て
の
借
り
入

れ
で
あ
っ
て
、
余
裕
が
で
き
た
の
で
あ
れ
ば
、

法
定
外
の
借
り
入
れ
は
返
済
す
べ
き
で
あ
る
。

補
助
金
の
内
容
は
。

０
歳
児
が
対
象
で
、
月
額
１
万
５
千
円

出
生
以
後
２
ヶ
月
を
経
過
し
た
あ
と
の

10
ヶ
月
分
で
す
。

待
機
児
童
対
策
な
の
か
。

県
の
施
策
で
、
主
な
目
的
は
少
子
化
対

策
で
す
。※

こ
の
事
業
は
、
第
２
子
以
降
が
対
象
で
、

　
第
２
子
の
場
合
は
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

こ
ん
な
討
論
が
あ
り
ま
し
た

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

会
計
は
適
正
に

乳
児
の
子
育
て
を
応
援
し
ま
す

（
報
告
第
２
号
）専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
平
成
29
年
度
紀
の
川
市
国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
））

（
議
案
第
72
号
）平
成
30
年
度
紀
の
川
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て

３

２

本
来
、
議
会
に
は
か
り
、
議
決
・
決

定
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
柄
に
急

を
要
す
場
合
、
市
長
が
議
会
に
は
か
る

前
に
自
ら
処
理
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

専
決
処
分

と
は
？

紀の川市議会だより　No.46　平成30年［2018］
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議員提出議案、賛成多数で可決
2025日本万国博覧会の大阪・関西への誘致にかかる決議

2025 年に「いのち輝く未来社会のデザイン」をテーマとする国際博覧会を大阪・関西が一体とな
って開催することは、新たな産業や観光のイノベーションが期待できるなど、大きな経済効果をもた
らすとともに、全世界に向けて圏域の存在感を示す絶好の機会となり、極めて大きな意義がある。

さて、本市においては関西国際空港をはじめ大阪方面からの交通利便が良く、また、平成 29 年３
月には、京奈和自動車道紀北西道路の開通により、さらにアクセスも向上したところであり、本市並
びに和歌山県にとっては、この上ない絶好の機会といえる。このような国際博覧会の開催は、圏域全
体のみならず、和歌山県における産業振興や観光文化交流等を促進するとともに、市民生活の向上に
も寄与することが期待できる。

よって、紀の川市議会は、大阪・関西における国際博覧会の開催を支持するとともに、誘致実現に
向けた国内機運の醸成など、必要な取組みを国、大阪府市、経済界とともに積極的に推進していく。

以上、決議する。
平成 30 年６月 29 日

紀の川市議会　　　　　 　

案　　件　　名 結果

門
眞
一
郎

上
野
宗
彦

仲
谷
妙
子

舩
木
孝
明

中
尾
太
久
也

太
田
加
寿
也

石
脇
順
治

並
松
八
重

中
村
ま
き

大
谷
さ
つ
き

阪
中　

晃

榎
本
喜
之

高
田
英
亮

川
原
一
泰

森
田
幾
久

村
垣
正
造

堂
脇
光
弘

竹
村
広
明

石
井　

仁

杉
原　

勲

室
谷
伊
則

坂
本
康
隆

（共）（清）（刷）（わ）（わ）（わ）（隆）（公）（共）（公）（わ）（わ）（わ）（隆）（清）（清）（刷）（清）（共）（刷）（公）（わ）

議員提出議案第１号
2025日本万国博覧会の大阪・
関西への誘致に係る決議について

原案
可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○○−

報告第２号
専決処分の承認を求めることにつ
いて（平成29年度紀の川市国民健
康保険事業勘定特別会計補正予算

（第４号））

承認 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○○−

【〇…賛成　×…反対】
議長は表決に加わることはできません。ただし、可否同数の場合は、議案の可決・否決を決めることができる「裁決権」が認められています。
※（わ）…わかばクラブ　（清）…清流会　（公）…公明党　（刷）…刷新クラブ　（共）…日本共産党　（隆）…隆盛クラブ

第45号（６ページ下段）の訂正とお詫び
「議案に対する議員の賛否一覧」で「杉原勲議員」が抜けていました。訂正してお詫びします。

議案に対する議員の賛否一覧（賛否が分かれたものを掲載しています）

案　　件　　名 結 果

門
眞
一
郎

上
野
宗
彦

仲
谷
妙
子

舩
木
孝
明

中
尾
太
久
也

太
田
加
寿
也

石
脇
順
治

並
松
八
重

中
村
ま
き

大
谷
さ
つ
き

阪
中　

晃

榎
本
喜
之

高
田
英
亮

川
原
一
泰

森
田
幾
久

村
垣
正
造

堂
脇
光
弘

竹
村
広
明

石
井　

仁

杉
原　

勲

室
谷
伊
則

坂
本
康
隆

（共）（清）（刷）（わ）（わ）（わ）（隆）（公）（共）（公）（わ）（わ）（わ）（隆）（清）（清）（刷）（清）（共）（刷）（公）（わ）

議案第15号
紀の川市介護保険条例の一部改正について

原案
可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ −

議案第37号
平成30年度紀の川市一般会計予算について

原案
可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ −

議案第42号
平成30年度紀の川市後期高齢者医療特別会計予算について

原案
可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ −

議案第43号
平成30年度紀の川市介護保険事業勘定特別会計予算について

原案
可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ −
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日曜
議会を開催
しました！
３年前から取り組んできた議会改革のひとつとして、平日に議会を傍聴していただけない方にも関心を
持ってもらおうと、６月10日、初めて日曜議会を開催し、６名の議員が一般質問を行いました。
傍聴していただいた方には、議会や一般質問、日曜議会についてアンケートに答えていただきました。

地域・市民の要求していること
を取り上げていただいているこ
とがわかった  （50代女性）

以前の傍聴時より、質問や答弁
がわかりやすくなっている

（60代女性）

一般論ではなく、もう少し掘り
下げた具体案があっても良いの
では  （70代男性） 予備知識がないことや、関心の

ないことについては、よくわか
らなかった  （50代男性）

長い。もう少し簡潔に答弁して
もらった方がわかりやすい

（50代女性）
自席ではなく、前に出てきて話
をしたほうが良いのでは

（40代女性）
一般質問の一問一答方式を積極
的に取り組んでいただきたい

（60代男性）

平日は仕事があるので、休日に
議会を傍聴できるのはありがた
いです  （40代女性）もう少し若い議員が

増えてほしい
（40代女性）

質問と答弁がシナリオ通りに進
んでいき、あまり議論が活発に
行われていない  （50代男性）ネット配信しては

どうですか
（50代女性）

今回初めて傍聴された方が多く、「今後も日曜議会の開催を希望する」というご意見
が大多数を占めました。いただいたご意見を参考にさせていただきます。
ご協力ありがとうございました。

紀の川市議会だより　No.46　平成30年［2018］
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いっぱん質問いっぱん質問
市 政 を 問 う

一般質問の内容については、要旨のみ掲載しています。

なお、原稿については、各質問者が投稿したものであり文責は質問者にあります。

くわしい内容を知りたい方は、会議録の閲覧ができますので議会事務局議事調査課までお問い

合わせください。（TEL 0736−77−0860）

太田　加寿也　議員
・都市公園等の現状と今後の整備につ

いて

舩木　孝明　議員
・本市の将来における人口減少からの

問題点と今後の取り組みは
・生徒数減少による学校問題の取り組

みは

門　眞一郎　議員
・公共交通ネットワークの充実につい

て

石井　仁　議員
・福祉サービスの水準向上について

高田　英亮　議員
・スポーツ振興と環境（施設）の充実

について

大谷　さつき　議員
・がん教育とピロリ菌検査の拡充及び

助成について
・予防接種や乳幼児健診の情報の簡素

化と「予防接種自動スケジューラー」
アプリの導入・推進

中村　まき　議員
・よりよい生活環境を守るための取り

組みについて

森田　幾久　議員
・働く環境づくり

並松　八重　議員
・マイナンバーカードの普及・推進と

今後の活用

榎本　喜之　議員
・岩出狭窄部対策事業により発生する

残土の利用について

石脇　順治　議員
・都市計画税について

堂脇　光弘　議員
・農道及び農業用排水路の１/ ２補助

事業について

上野　宗彦　議員
・道路インフラの整備における、他府

県からの集客に関しての取り組みは

背景写真：平池緑地公園

紀の川市議会だより　No.46　平成30年［2018］
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問若
者
が
働
く
場
を

求
め
て
市
外
や
県
外

へ
流
出
し
、
若
者
人

口
は
減
少
の
一
途
で

あ
る
。

企
業
誘
致
で
北
勢

田
第
２
工
業
団
地
が

完
売
と
な
っ
た
も
の

の
、
ま
だ
ま
だ
働
く

環
境
が
整
っ
た
と
は

思
え
な
い
。
北
勢
田
工
業
団

地
を
拡
張
し
て
、
企
業
誘
致

を
し
て
い
か
な
い
の
か
。

 

答
　
　
　 

農
林
商
工
部
長

第
２
次
長
期
総
合
計
画
に

も
掲
げ
ら
れ
た
市
の
重
要
課

題
で
あ
る
雇
用
施
策
を
推
進

す
る
た
め
に
は
、
企
業
誘
致

を
引
き
続
き
進
め
る
こ
と
が

必
要
と
考
え
る
。
北
勢
田
第

２
工
業
団
地
の
場
合
、
完
成

ま
で
約
５
年
か
か
っ
て
い
る

の
で
、
早
く
整
備
が
で
き
る

よ
う
検
討
し
て
い
く
。

問建
設
の
ス
ピ
ー
デ
ィ
さ
や

低
コ
ス
ト
化
、
ま
た
排
水
に

つ
い
て
も
計
画
し
や
す
く
、

遊
休
農
地
も
多
い
こ
と
か
ら

現
工
業
団
地
か
ら
東
部
へ
拡

張
し
て
い
っ
て
は
。

 

答
　
　
　 

　
　
市
　
　
長

近
年
、
企
業
誘
致
の
締
結

後
１
年
か
ら
１
年
半
以
内
に

創
業
し
た
い
企
業
が
多
い
。

ス
ピ
ー
デ
ィ
さ
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
か
ら
も
、
東
部
へ
の

拡
張
も
候
補
地
の
一
つ
と
し

て
検
討
し
て
い
く
。

Ｉ
Ｔ
で
起
業
！

応
援
！

問Ｉ
Ｔ
で
起
業
を
目
指
す
若

者
に
対
し
て
、
市
の
遊
休
地

を
活
用
し
て
、
Ｉ
Ｔ
オ
フ
ィ

ス
を
つ
く
り
、
起
業
の
支
援

を
し
て
は
。

 

答
　
　
　 

農
林
商
工
部
長

Ｓ

※

Ｏ
Ｈ
Ｏ
と
い
っ
た
パ
ソ

コ
ン
な
ど
の
情
報
通
信
機
器

を
利
用
し
て
、
小
さ
な
オ
フ

ィ
ス
や
自
宅
な
ど
で
ビ
ジ
ネ

ス
を
行
う
事
業
者
の
起
業
に

対
し
て
、
創
業
支
援
セ
ミ
ナ

ー
を
受
講
し
て
い
た
だ
い
た

場
合
、
創
業
支
援
補
助
金
の

対
象
と
し
て
い
る
。

市
の
遊
休
地
の
活
用
に
つ

い
て
は
、
関
係
課
と
連
携
を

と
り
な
が
ら
、
既
存
の
施
設

を
貸
し
出
す
形
を
と
る
か
、

あ
る
い
は
新
規
に
オ
フ
ィ
ス

を
建
築
し
施
設
を
貸
し
出
す

形
を
と
る
の
か
を
検
討
し
て

い
く
。

問近
年
便
利
に
な
る
と
同
時

に
悪
臭
や
騒
音
、
明
る
さ
や

振
動
な
ど
こ
れ
ま
で
に
想
定

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
環
境
問

題
が
市
民
の
生
活
を
脅
か
す

状
況
が
発
生
し
て
い
る
。

市
内
に
増
え
続
け
て
い
る

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
や
現
在
計

画
さ
れ
て
い
る
巨
大
な
風
力

発
電
所
が
景
観
や
低
周
波
な

ど
に
よ
る
自
然
環
境
・
近
隣

住
民
に
及
ぼ
す
影
響
に
関
し
、

現
状
認
識
は
。

 

答
　
　
　 

　
　
市
民
部
長

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

つ
い
て
は
、
地
球
温
暖
化
対

策
と
し
て
有
効
な
事
業
分
野

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
、
環
境
と
の
調
和

を
確
保
し
な
が
ら
事
業
の
普

及
を
は
か
る
必
要
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

問具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
し

て
環
境
と
の
調
和
を
は
か
っ

て
い
く
の
か
。

 

答
　
　
　 

　
　
市
民
部
長

太
陽
光
発
電
施
設
設
置
に

つ
い
て
は
、
各
種
関
係
法
令

を
遵
守
し
た
上
で
、
実
施
・

運
営
し
て
い
た
だ
く
。
計
画

途
中
に
あ
る
風
力
発
電
に
つ

い
て
は
、
周
辺
住
民
の
生
活

や
健
康
面
に
お
い
て
、
好
ま

し
く
な
い
影
響
が
及
ぶ
こ
と

の
な
い
よ
う
に
、
ま
た
景
観

や
自
然
保
護
に
つ
い
て
も
慎

重
な
対
応
が
は
か
ら
れ
る
よ

う
、
県
を
通
じ
て
事
業
者
へ

意
見
を
述
べ
て
い
く
。

問市
独
自
で
条
例
を
整
備
す

る
、
ま
た
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
設
け
る
な
ど
市
民
生
活
を

守
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

 

答
　
　
　 

　
　
市
民
部
長

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発

電
事
業
者
に
は
、
「
事
業
計

画
策
定
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を

活
用
し
な
が
ら
県
と
連
携
し
、

指
導
や
勧
告
を
行
い
、
市
民

の
生
活
環
境
の
保
全
に
努
め

て
い
く
。

問今
の
条
例
で
対
応
で
き
る

の
か
。
対
応
で
き
な
い
の
で

あ
れ
ば
見
直
し
や
研
究
を
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

 

答
　
　
　 

　
　
市
　
　
長

開
発
に
よ
る
健
康
上
の
被

害
や
生
活
環
境
の
悪
化
が
引

き
起
こ
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ

ば
、
許
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

今
の
時
点
で
は
現
行
の
条

例
で
や
っ
て
い
け
る
と
考
え

て
い
る
。

中村 まき 議員

森田 幾久 議員

※S
m

all O
ffi

ce/H
om

e O
ffi

ce

（
ス
モ
ー
ル
オ
フ
ィ
ス
・
ホ
ー
ム

オ
フ
ィ
ス
）、
略
し
て
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ

（
ソ
ー
ホ
ー
）と
は
、「
パ
ソ
コ
ン

な
ど
の
情
報
通
信
機
器
を
利
用
し

て
、
小
さ
な
オ
フ
ィ
ス
や
自
宅
な

ど
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
っ
て
い
る
事

業
者
」
の
こ
と
。

住
環
境
を
守
れ
る
？

若者の流出をストップ

ソーラーパネル

紀の川 ICと工業団地
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ー
ビ
ス
開
始
の
お
知
ら
せ
や
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取

得
方
法
に
つ
い
て
、
広
報
紀

の
川
、
紀
の
川
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
予
定
で
あ
る
が
、

関
係
機
関
・
団
体
の
協
力
を

得
、
イ
ベ
ン
ト
や
会
議
な
ど

で
啓
発
を
行
う
有
効
な
方
法

も
協
議
、
検
討
し
て
い
く
。

問マ
※

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
用
に
パ

ソ
コ
ン
を
持
た
な
い
方
が
利

用
で
き
る
よ
う
に
、
内
閣
府

か
ら
、
本
市
に
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
が
配
布
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

活
用
し
、
市
の
窓
口
で
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
申

請
補
助
が
で
き
る
と
聞
い
た

が
、
設
置
運
用
に
向
け
た
取

り
組
み
は
で
き
て
い
る
の
か
。

堆
積
が
ひ
ど
い
。
井
堰
上
流

部
だ
け
の
河
道
掘
削
で
は
す

ぐ
に
埋
ま
っ
て
し
ま
う
の
で

は
な
い
か
。
さ
ら
に
上
流
に

向
か
っ
て
撤
去
の
要
望
を
し

て
は
。

 

答
　
　
　 

　
　
建
設
部
長

紀
の
川
、
貴
志
川
を
同
時

に
進
行
し
て
い
く
の
が
理
想

で
あ
る
が
、
岩
出
狭
窄
部
対

策
事
業
の
早
期
完
成
と
貴
志

川
の
河
道
掘
削
等
を
最
優
先

課
題
と
し
て
要
望
し
て
い
る
。

問対
策
工
事
で
出
る

残
土
を
利
用
し
て
、

ほ
場
整
備
や
工
場
用

地
の
確
保
な
ど
市
に

と
っ
て
有
効
活
用
で

き
な
い
か
。

 

答       

建
設
部
長

国
か
ら
も
打
診
が

あ
り
、
数
ヶ
所
を
候
補
地
に

挙
げ
国
に
提
示
し
た
が
、
大

半
の
候
補
地
に
つ
い
て
法
的

な
問
題
や
費
用
対
効
果
な

ど
で
基
準
を
満
た
せ
な
い
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
今
後
も
、

跡
地
を
有
効
利
用
で
き
る
処

分
場
を
確
保
す
る
努
力
を
す

る
。

 

答
　
　
　 

農
林
商
工
部
長

第
２
次
長
期
総
合
計
画

で
も
農
業
振
興
や
雇
用
創
出

の
振
興
を
政
策
目
標
に
掲
げ

て
お
り
、
ほ
場
整
備
や
工
業

用
地
の
確
保
は
必
須
で
あ
り
、

残
土
を
そ
れ
ら
の
事
業
に
有

効
利
用
が
可
能
で
あ
れ
ば
実

施
し
て
い
き
た
い
。
関
係
部

局
と
連
携
を
は
か
り
進
め
る
。

 

答
　
　
　 

　
　
市
　
　
長

埋
立
地
は
市
に
と
っ
て
有

効
に
利
用
で
き
、
発
展
に
つ

な
が
る
。
で
き
れ
ば
一
ヶ
所

で
も
二
ヶ
所
で
も
多
く
本
市

で
埋
め
立
て
て
い
た
だ
け
る

よ
う
要
望
し
て
い
く
。

問国
に
お
い
て
紀
の
川
で
岩

出
狭き

ょ
う
さ
く窄

部
（
岩
出
井
堰
）
対

策
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。

事
業
の
完
了
に
よ
り
本
市
の

水
害
が
な
く
な
れ
ば
と
思
う
。

水
位
を
下
げ
る
た
め
に
河
道

を
掘
削
す
る
、
そ
の
範
囲
は
。

ま
た
、
地
元
要
望
も
受
け

て
市
と
し
て
は
ど
こ
ま
で
要

望
し
て
い
る
か
。

 

答
　
　
　 

　
　
建
設
部
長

本
流
で
は
、
岩
出
頭
首
工

か
ら
上
流
約
2.6
㎞
岡
田
樋
門

付
近
ま
で
、
貴
志
川
に
つ
い

て
は
合
流
部
か
ら
上
流
桃
山

大
橋
付
近
ま
で
の
区
間
で
あ

る
。自

治
区
か
ら
の
要
望
と
し

て
、
土
砂
の
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫

、
立
木
等

の
撤
去
に
つ
い
て
、
紀
の
川

合
流
部
か
ら
諸
井
橋
ま
で
要

望
し
て
い
る
。

問紀
の
川
本
流
に
つ
い
て
も

問マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
が
開
始
さ
れ
、
本

市
で
は
カ
ー
ド
交
付

申
請
者
は
５
千
760
人
、

交
付
数
は
４
千
900
枚

と
い
う
現
状
で
あ
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
を
利
用
し
、
市

民
の
利
便
性
、
行
政

の
効
率
化
を
は
か
る
た
め
、

市
が
発
行
す
る
各
種
証
明
書

が
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
で
い
つ

で
も
気
軽
に
受
け
取
れ
る
コ

ン
ビ
ニ
証
明
書
交
付
サ
ー
ビ

ス
が
本
市
で
も
平
成
31
年
３

月
よ
り
導
入
さ
れ
る
予
定
で

あ
り
、
今
以
上
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
取
得
に
向
け
た

取
り
組
み
が
必
要
と
な
る
。

広
く
市
民
に
周
知
啓
発
す

る
に
は
、
市
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
に
出
向
き
、
効
果
的
な
広

報
を
し
て
い
く
べ
き
で
は
。

 

答
　
　 

市
民
部
長
・
企
画
部
長

コ
ン
ビ
ニ
証
明
書
交
付
サ

 

答
　
　
　 

　
　
企
画
部
長

配
布
さ
れ
た
７
台
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
の
設
置
、
運
用

方
法
と
、
窓
口
で
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
申
請
補

助
に
つ
い
て
は
、
実
施
に
向

け
て
協
議
を
進
め
て
い
る
。

問マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

有
効
活
用
し
た
自
治
体
ポ
イ

ン
ト
導
入
や
、
本
市
独
自
の

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
て
い

く
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

 

答
　
　
　 

　
　
企
画
部
長

自
治
体
ポ
イ
ン
ト
導
入
を

含
め
市
独
自
の
取
組
み
予
定

は
な
い
が
、
今
後
は
市
民
ニ

ー
ズ
や
効
果
な
ど
を
十
分
検

討
し
て
い
く
。

並松 八重 議員

榎本 喜之 議員

丁寧な周知と啓発を

有効利用を目指す

有効利用された農地

※マイナポータル
マイナンバーに関連した個人情報を自ら確認で
きるサイト

住
民
票

紀の川市議会だより　No.46　平成30年［2018］
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問農
業
用
施
設
整
備

補
助
金
を
、
事
業
費

最
高
額
500
万
円
に
し

て
は
。

 

答       

農
林
商
工
部
長

こ
の
事
業
は
、
農

家
が
共
同
使
用
す
る

農
業
用
施
設
の
新
設
、
改
良
、

補
修
に
対
し
て
、
市
が
50
％

補
助
を
行
う
制
度
で
あ
り
、

補
助
対
象
事
業
費
は
５
万
円

以
上
で
補
助
限
度
額
は
100
万

円
で
あ
る
。

近
年
で
は
、
農
業
用
施
設

の
整
備
工
事
に
つ
い
て
「
多

面
的
機
能
支
払
交
付
金
事

業
」
に
取
り
組
み
、
工
事
を

実
施
し
て
い
る
地
域
が
増
加

し
て
い
る
。

ま
た
、
事
業
費
が
高
額
と

な
る
場
合
に
は
、
小
規
模
土

地
改
良
事
業
や
農
業
基
盤
整

備
促
進
事
業
な
ど
の
、
国
県

補
助
金
を
活
用
し
、
地
元
負

担
金
が
少
な
く
て
済
む
よ
う

改
修
を
行
っ
て
い
る
。

問小
規
模
土
地
改
良
事
業
や

農
業
基
盤
整
備
促
進
事
業
な

ど
は
、
要
望
か
ら
工
事
着
手

ま
で
に
時
間
が
か
か
り
す
ぎ

る
。新

た
に
、
市
単
独
の
事
業

と
し
て
、
小
規
模
土
地
改
良

事
業
や
農
業
用
基
盤
整
備
促

進
事
業
に
代
わ
る
事
業
を
設

け
て
は
。

 

答
　
　
　 

農
林
商
工
部
長

国
県
の
補
助
事
業
を
実
施

す
る
に
は
、
採
択
を
い
た
だ

く
期
間
が
必
要
と
な
り
、
急

を
要
す
る
時
に
は
、
多
面
的

機
能
支
払
交
付
金
事
業
や
農

業
用
施
設
整
備
事
業
補
助
金

を
活
用
し
て
い
た
だ
き
、
応

急
的
な
工
事
を
実
施
す
る
こ

と
も
可
能
で
あ
る
。

現
在
、
新
た
に
事
業
を
設

け
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

個
人
に
も補

助
を

問受
益
者
が
１
名
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
農
業
用
施
設
（
農

道
や
池
な
ど
）
に
も
補
助
を

出
せ
る
よ
う
に
し
て
は
。

 

答
　
　
　 

農
林
商
工
部
長

こ
の
補
助
金
の
対
象
と
な

る
農
業
用
施
設
は
、
共
同
使

用
す
る
と
い
う
位
置
づ
け
か

ら
共
同
施
設
と
し
て
２
名
以

上
の
要
件
で
運
用
し
て
い
る
。

受
益
者
が
１
名
の
も
の
は

個
人
施
設
と
な
り
、
個
人
施

設
へ
の
補
助
に
つ
い
て
は
考

え
て
い
な
い
。

問都
市
計
画
税
が
充
当
さ
れ

る
都
市
計
画
事
業
は
、
公
共

下
水
道
以
外
の
都
市
計
画
事

業
が
ほ
ぼ
完
了
し
た
と
考
え

る
。紀

の
海
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
や
市
民
体
育
館
な
ど
は
全

市
民
が
使
え
る
こ
と
か
ら
、

地
籍
調
査
事
業
の
確
定
に
よ

り
今
後
行
わ
れ
る
免
除
地
籍

解
除
を
機
に
、
市
全
域
を
都

市
計
画
税
課
税
対
象
と
す
る

べ
き
で
は
。

 

答
　
　
　 

　
　
総
務
部
長

都
市
計
画
税
は
目
的
税
で

平
成
21
年
度
よ
り
一
部
区
域

を
除
く
都
市
計
画
区
域
内
の

土
地
・
家
屋
に
課
税
し
、
公

共
下
水
道
・
市
民
体
育
館
・

プ
ー
ル
・
運
動
公
園
・
緑
地

公
園
な
ど
の
整
備
運
営
事
業

の
重
要
な
財
源
と
な
っ
て
い

る
。今

後
に
お
い
て
も
都
市
計

画
事
業
推
進
の
た
め
の
長
期

的
な
財
源
の
不
可
欠
な
目
的

税
で
あ
る
。
そ
の
使
途
に
つ

い
て
は
市
広
報
紙
や
決
算
資

料
で
周
知
し
て
い
る
。

都
市
計
画
税
を
市
全
域
に

課
税
す
る
こ
と
は
、
都
市
計

画
法
に
よ
る
都
市
計
画
区
域

内
と
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、

市
全
区
域
が
区
域
指
定
さ
れ

な
い
限
り
で
き
な
い
。

問市
全
域
を
都
市
計

画
税
課
税
対
象
に
で

き
な
い
な
ら
、
今
後

続
く
で
あ
ろ
う
公
共

下
水
道
事
業
の
財
源

に
主
に
充
当
さ
れ
る

と
思
う
の
で
、
下
水

道
の
未
実
施
区
域
を

税
負
担
の
公
平
性
か
ら
、
税

免
除
と
す
る
べ
き
で
は
。

 

答
　
　
　 

　
　
総
務
部
長

一
つ
の
事
業
が
都
市
計
画

区
域
の
一
部
の
み
実
施
す
る

場
合
で
あ
っ
て
も
、
区
域
を

一
体
と
し
て
総
合
的
に
整
備

開
発
な
ど
を
行
う
た
め
の
都

市
計
画
事
業
で
あ
り
、
区
域

全
域
に
課
税
し
て
い
る
。
よ

っ
て
都
市
計
画
区
域
内
の
一

部
を
課
税
す
る
と
か
除
外
す

る
な
ど
の
不
均
一
な
課
税
は

難
し
い
と
考
え
る
。

今
後
も
、
都
市
計
画
税
は

都
市
施
設
整
備
の
重
要
な
財

源
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
税
負

担
の
公
平
性
を
念
頭
に
応
益

性
の
目
的
税
で
あ
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
納
税
者
に
そ
の
使

途
を
明
確
化
し
、
税
制
度
と

し
て
、
都
市
計
画
区
域
の
見

直
し
の
検
討
を
含
め
課
題
の

解
消
が
で
き
る
よ
う
な
方
策

を
、
関
係
機
関
と
協
議
し
て

い
き
た
い
。

石脇 順治 議員

堂脇 光弘 議員

補助で補修した水路

【都市計画税の充当事業】  （単位：千円）
事　業 充当額

公園費（都市公園整備事業など） 47,676
下水道費（公共下水道事業など） 266,545
区画整理費等（都市計画決定事業など） 18,552
街路費（県営街路事業など） 386
※平成28年度決算資料より抜粋

公平な税負担か？

補助金額を上げよ

紀の川市議会だより　No.46　平成30年［2018］
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現
段
階
で
は
特
定
の
業
種

に
限
定
し
た
誘
致
の
計
画
は

な
い
が
、
工
業
団
地
へ
の
工

場
誘
致
を
想
定
し
た
制
度
の

う
ち
、
固
定
資
産
税
を
一
部

優
遇
す
る
企
業
立
地
促
進
助

成
金
制
度
を
、
集
客
力
の
あ

る
施
設
誘
致
を
目
的
に
適
用

す
る
か
は
、
今
後
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

雇
用
の
確
保
、
農
業
、
商

工
業
の
振
興
を
含
め
総
合
的

に
検
討
し
た
い
。

魅
力
あ
る

道
の
駅
に

問か
つ
ら
ぎ
鍋
谷
峠
・
父
鬼

バ
イ
パ
ス
の
開
通
で
他
府
県

か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
格
段
に

向
上
し
た
「
青
洲
の
里
」
へ

の
、
直
売
所
建
設
を
含
め
た

集
客
強
化
の
取
り
組
み
は
。

 

答
　
　
　 

農
林
商
工
部
長

再
編
を
目
的
と
し
て
「
基

本
構
想
・
基
本
計
画
」
を
策

定
し
て
い
る
。
こ
れ
に
基
づ

き
、
フ
ル
ー
ツ
に
重
点
を
置

い
た
農
産
物
直
売
所
の
建
設

を
進
め
、
他
の
道
の
駅
と
の

差
別
化
と
農
業
の
活
性
化
を

に
利
活
用
で
き
る
よ
う
、
整

備
を
進
め
て
は
。

 

答
　
　
　 

　
　
教
育
部
長

プ
ー
ル
西
側
の
広
場
は
、

子
供
た
ち
が
自
由
な
発
想

で
安
全
に
遊
び
ま
わ
れ
る
よ

う
整
備
し
、
周
囲
に
は
ベ
ン

チ
を
配
置
し
植
樹
も
し
た
が
、

木
陰
は
少
な
い
。

今
後
、
東
屋
の
よ
う
な
施

設
の
設
置
な
ど
を
協
議
し
な

が
ら
、
子
供
た
ち
が
安
全
に

遊
べ
る
よ
う
環
境
を
整
え
、

憩
い
の
場
と
し
て
多
く
の
人

か
ら
愛
さ
れ
る
公
園
を
目
指

し
て
い
く
。

 

答
　
　
　 

　
　
建
設
部
長

平
池
に
は
、
水
質
改
善
の

た
め
の
噴
水
を
設
置
し
て
い

る
が
、
池
の
生
態
系
や
水
質

は
決
し
て
良
好
な
状
態
と
は

考
え
て
い
な
い
。

夏
場
は
農
業
用
水
と
し
て

利
用
さ
れ
る
た
め
、
冬
場
に

水
位
を
下
げ
、
水
の
入
れ
替

え
を
検
討
し
た
い
が
、
魚
類

や
野
鳥
へ
の
配
慮
が
必
要
で

あ
り
、
水
利
組
合
と
も
協
議

を
し
て
い
く
。

水
質
改
善
は
、
行
政
と
地

域
が
と
も
に
取
り
組
ま
な
い

と
解
決
で
き
な
い
課
題
で
あ

り
、
今
後
と
も
自
然
の
保
全

活
動
と
と
も
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

 

答
　
　
　 

農
林
商
工
部
長

「
青
洲
の
里
」の
ふ
れ
あ
い

公
園
は
、
指
定
管
理
者
が
管

理
業
務
を
行
っ
て
い
る
が
、

管
理
が
行
き
届
い
て
い
な
い

こ
と
は
把
握
し
て
い
る
。

今
後
、
「
青
洲
の
里
」
再

編
に
合
わ
せ
て
、
公
園
で
の

体
験
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
指
定

管
理
者
と
連
携
し
、
多
く
の

人
に
来
て
い
た
だ
け
る
施
設

と
し
て
い
き
た
い
。

問本
市
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
特
徴
あ
る
都
市

公
園
が
あ
る
が
、
市

民
プ
ー
ル
西
側
の
広

場
は
、
暑
さ
を
し
の

ぐ
日
陰
が
な
く
、
遊

具
な
ど
も
な
い
た
め

ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ

ず
、
雑
草
が
繁
茂
す

る
こ
と
が
多
い
。

平
池
緑
地
公
園
の

池
の
水
面
に
は
ア
オ
コ
が
発

生
す
る
な
ど
池
の
水
質
は
非

常
に
悪
化
し
、
オ
ニ
バ
ス
な

ど
の
貴
重
な
植
物
も
な
く
な

り
、
早
急
な
自
然
の
保
全
や

復
元
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
水
飲
み
場
な
ど
も
設

置
さ
れ
て
い
な
い
。

「
青
洲
の
里
」の
ふ
れ
あ
い

公
園
は
遊
具
や
東
屋
な
ど
が

整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
雑
草

が
多
く
、
管
理
が
不
十
分
と

思
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
公
園
を
、
市
民

の
憩
い
の
場
と
し
て
、
さ
ら

問京
奈
和
道
の
開
通

で
他
府
県
か
ら
の
ア

ク
セ
ス
が
改
善
さ
れ

た
。市

の
活
性
化
を
進

め
る
に
は
、
さ
ら
な

る
呼
び
込
み
が
必
要

だ
と
考
え
る
。
そ
の

き
っ
か
け
と
な
る
紀

の
川
Ｉ
Ｃ
以
南
の
都

市
計
画
と
ま
ち
づ
く
り
の
考

え
は
。

ま
た
、
集
客
性
の
高
い
施

設
の
誘
致
を
促
進
す
る
た
め
、

企
業
立
地
助
成
金
制
度
の
適

用
を
検
討
し
て
は
。

 

答
　   

建
設
部
長
・
農
林
商
工
部
長

紀
の
川
Ｉ
Ｃ
か
ら
国
道
24

号
ま
で
の
４
車
線
化
を
都
市

計
画
決
定
し
て
い
る
県
道
泉

佐
野
打
田
線
は
、
両
側
50
ｍ

を
平
成
32
年
度
に
商
業
用
地

と
し
て
の
用
途
地
域
の
設
定

を
予
定
し
農
地
転
用
が
可
能

と
な
る
。

は
か
り
た
い
。
集
客
に
関
し

て
は
、
案
内
標
識
看
板
を
今

年
度
設
置
す
る
。

龍
之
渡
井
へ
の
遊
歩
道
も

あ
り
、
こ
の
直
売
所
も
合
わ

せ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
発
信
や
タ

ー
ゲ
ッ
ト
地
域
を
絞
り
情
報

誌
へ
掲
載
す
る
な
ど
の
Ｐ
Ｒ

を
し
、
さ
ら
な
る
集
客
に
取

り
組
む
。

 

答
　
　
　 

　
　
市
　
　
長

道
の
駅
の
指
定
で
終
わ
ら

ず
、
入
口
の
改
修
、
直
売
所

の
建
築
も
進
め
「
わ
ざ
わ
ざ

行
き
た
く
な
る
道
の
駅
」
に

し
て
い
く
こ
と
で
、
地
域
の

発
展
に
つ
な
げ
た
い
。

上野 宗彦 議員

太田 加寿也 議員

他府県からの集客を！

市民が憩う公園整備を

平池緑地公園の池

再編改修が期待される青洲の里

紀の川市議会だより　No.46　平成30年［2018］
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問運
転
免
許
を
返
納

し
て
も
自
由
に
行
き

来
で
き
る
よ
う
、
公

共
交
通
の
充
実
が
急

務
で
あ
る
。

一
昨
年
４
月
に
開

始
し
た
赤
沼
田
地
域

の
デ
マ
ン
ド
型
乗
り

合
い
タ
ク
シ
ー
の
利

用
状
況
や
反
応
は
。

 

答
　
　
　 

　
　
企
画
部
長

利
用
登
録
者
数
は
70
名
、

利
用
状
況
は
年
間
約
180
名
、

運
行
経
費
は
約
32
万
円
で
あ

る
。市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

他
地
域
の
区
長
か
ら
「
自
家

用
車
を
利
用
す
る
も
の
が

多
い
た
め
、
地
域
巡
回
バ
ス
、

紀
の
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、

デ
マ
ン
ド
型
乗
り
合
い
タ
ク

シ
ー
に
つ
い
て
の
知
識
が
乏

し
く
、
利
用
の
仕
方
が
わ
か

ら
な
い
人
が
ほ
と
ん
ど
」
と

の
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

今
後
、
広
報
な
ど
を
通
じ
、

さ
ら
に
情
報
発
信
を
行
い
た

い
。問デ

マ
ン
ド
型
乗
り
合
い
タ

ク
シ
ー
の
市
内
全
域
で
の
実

施
が
必
要
と
考
え
る
が
。

 

答
　
　
　 

　
　
企
画
部
長

今
後
、
地
域
公
共
交
通
網

形
成
計
画
策
定
の
な
か
で
、

デ
マ
ン
ド
型
乗
り
合
い
タ
ク

シ
ー
の
他
地
域
で
の
導
入
の

可
否
と
利
便
性
の
高
い
路
線

・
ダ
イ
ヤ
を
検
討
す
る
観
点

か
ら
、
地
域
巡
回
バ
ス
、
紀

の
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
な

ど
の
運
行
計
画
と
合
わ
せ
、

十
分
に
検
討
す
る
。

問バ
ス
運
行
支
援
事
業
に
対

し
て
、
国
か
ら
の
特
別
交
付

税
に
よ
る
負
担
は
何
割
か
。

 

答
　
　
　 

　
　
企
画
部
長

特
別
交
付
税
に
関
す
る
省

令
に
よ
り
、
「
地
方
バ
ス
路

線
の
運
行
維
持
に
要
す
る
経

費
の
う
ち
、
特
別
交
付
税
の

算
定
の
基
礎
と
す
べ
き
も
の

と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し

た
額
に
0.8
を
乗
じ
た
額
と
す

る
」
と
な
っ
て
い
る
。
よ
っ

て
、
本
市
が
公
共
交
通
事
業

者
へ
の
赤
字
補
填
分
と
し
て

補
助
し
て
い
る
額
の
約
80
％

に
つ
い
て
特
別
交
付
税
措
置

が
な
さ
れ
て
い
る
。

問地
域
公
共
交
通
網
形
成
計

画
策
定
事
業
の
現
状
は
。

 

答
　
　
　 

　
　
企
画
部
長

紀
の
川
市
地
域
公
共
交
通

活
性
化
再
生
協
議
会
に
お
い

て
、
進
捗
報
告
や
意
見
確
認

を
行
い
つ
つ
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
の
機
会
を
経
て
、

平
成
30
年
度
末
ま
で
の
計
画

策
定
を
予
定
し
て
い
る
。

問婚
活
支
援
の
現
状
は
。

 

答
　
　
　 

　
　
企
画
部
長

「
出
会
い
と
交
流
の
場
創
出

事
業
」
を
民
間
企
業
に
委
託

し
て
い
た
が
、
現
在
、
紀
の

川
市
商
工
会
・
那
賀
町
商
工

会
に
事
業
委
託
し
て
い
る
。

現
在
ま
で
に
12
回
実
施
し
、

496
人
が
参
加
し
て
81
組
の
カ

ッ
プ
ル
が
成
立
し
、
４
組
が

成
婚
に
至
っ
た
。

問結
婚
新
生
活
支
援
事
業
の

内
容
は
。

 

答
　
　
　 

　
　
企
画
部
長

平
成
29
年
度
か
ら
結
婚
新

生
活
支
援
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
国
の
補
助
率
の
変

更
に
よ
り
、
補
助
限
度
額
は

24
万
円
か
ら
12
万
円
に
減
額

し
た
が
、
転
入
者
に
は
加
算

さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
ま
た
、

対
象
件
数
10
件
か
ら
80
件
に

増
や
し
た
。

問第
２
次
長
期
総
合
計
画
が

策
定
さ
れ
た
が
、
今
後
の
人

口
減
少
問
題
対
策
は
。

 

答
　
　
　 

　
　
市
　
　
長

人
口
流
出
を
抑
制
す
る
た

め
、
本
市
で
生
ま
れ
育
っ
た

若
者
が
地
元
で
働
き
、
「
住

ん
で
よ
か
っ
た
。
」
「
こ
れ

か
ら
も
住
み
続
け
た
い
。
」

と
強
く
思
っ
て
も
ら
え
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た

い
。問自

己
負
担
軽
減
や
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
を
考
慮
し
た
不
妊
治

療
の
支
援
は
。

 

答
　
　
　 

　
　
福
祉
部
長

一
般
不
妊
治
療
費
、
年
５

万
円
、
特
定
不
妊
治
療
費
で

一
部
上
乗
せ
で
35
万
円
を
支

援
し
て
い
く
。
過
去
、
治
療

を
受
け
、
171
件
の
出
産
が
確

認
さ
れ
て
い
る
。

問児
童
生
徒
数
減
少
に
よ
る

修
学
旅
行
合
同
実
施
と
、
部

活
動
の
取
り
組
み
は
。

 

答
　
　
　 

　
　
教
育
部
長

今
年
の
修
学
旅
行
は
他
校

と
の
交
流
や
交
通
費
の
抑
制

に
繋
が
る
た
め
、
名
手
・
麻

生
津
小
学
校
２
校
、
川
原
・

竜
門
・
鞆
渕
小
学
校
の
３
校

で
実
施
し
た
。

ま
た
就
学
指
定
校
に
部
活

動
が
な
い
時
、
部
活
の
あ
る

隣
接
校
へ
の
校
区
外
就
学
を

認
め
て
い
る
。

舩木 孝明 議員

門 眞一郎 議員

人
口
減
少
問
題
は

デマンド型乗合タクシー

公共交通の充実を
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げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え

る
が
。

 

答
　
　
　 

　
　
福
祉
部
長

ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、

よ
り
多
く
の
利
用
者
や
養
護

者
か
ら
意
見
を
収
集
す
る
手

段
と
し
て
は
有
効
と
考
え
る

が
、
そ
の
内
容
や
手
段
に
つ

い
て
検
討
し
取
捨
選
択
し
た

い
。子

供
や
障
害
の
あ
る
方
、

高
齢
者
の
相
談
窓
口
と
し
て
、

今
年
度
か
ら
、
市
役
所
本
庁

２
階
に
集
約
し
た
。
家
族
の

介
護
や
子
育
て
、
病
気
や
障

害
な
ど
の
不
安
や
悩
み
の
あ

る
方
、
そ
れ
ら
を
複
数
抱
え

て
い
る
方
の
相
談
を
、
一
ケ

所
で
受
け
ら
れ
る
「
福
祉
の

相
談
窓
口
」
と
し
て
の
機
能

を
目
指
し
て
い
く
。

ど
ん
な相

談
で
も

問各
相
談
窓
口
は
、
ど
ん
な

相
談
で
も
受
け
て
い
く
窓
口

と
し
て
運
用
さ
れ
る
か
。

 

答
　
　
　 

　
　
福
祉
部
長

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ

問現
行
制
度
で
は
、

利
用
す
る
福
祉
サ
ー

ビ
ス
に
不
満
や
要
望

が
あ
る
場
合
、
事
業

所
の
苦
情
解
決
窓
口

に
相
談
す
る
こ
と
に

な
る
。
し
か
し
、
こ

の
仕
組
み
で
は
、
事

業
所
や
サ
ー
ビ
ス
内

容
に
問
題
が
あ
っ
て
も
、
利

用
者
か
ら
の
申
し
出
が
な
い

限
り
、
表
に
出
な
い
。
し
か

も
、
サ
ー
ビ
ス
の
受
け
手
で

あ
る
こ
と
か
ら
利
用
者
か
ら

事
業
者
に
対
し
て
直
接
に
は

申
し
出
に
く
い
内
容
も
あ
る
。

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
に
つ
い

て
、
実
施
主
体
で
あ
る
市
が

利
用
者
か
ら
苦
情
や
サ
ー
ビ

ス
へ
の
不
満
、
要
望
を
直
接

聞
く
「
サ
ー
ビ
ス
水
準
向
上

ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
取
り
組
む

こ
と
で
、
よ
り
利
用
者
の
視

点
に
立
っ
た
監
査
と
し
、
ま

た
、
虐
待
や
傷
害
、
人
権
侵

害
事
案
の
早
期
把
握
に
つ
な

せ
る
た
め
に
、
福
祉
課
題
を

集
め
て
今
後
の
事
業
に
生
か

す
に
は
、
ど
ん
な
相
談
で
も

受
け
付
け
、
解
決
・
改
善
に

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
る
。

そ
の
た
め
に
、
相
談
窓
口

は
相
談
者
に
と
っ
て
安
心
で

き
る
場
所
で
あ
る
よ
う
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
相
談
に
対
応
で

き
る
よ
う
、
相
談
員
の
資
質

向
上
を
は
か
り
、
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
管
理
者
へ
の
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
も
併
せ
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

石井 仁 議員

お世話になってるが

か
か
っ
て
い
る
が
、
施
設
の

整
備
計
画
は
。

 

答
　
　
　 

　
　
教
育
部
長

陸
上
競
技
場
の
ト
ラ
ッ
ク

は
経
年
劣
化
が
進
ん
で
い
る
。

安
全
に
安
心
し
て
利
用
で
き

る
施
設
環
境
の
整
備
に
努
め

て
い
く
。

第
２
次
長
期
総
合
計
画
が

ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
な
か
で
、

大
き
な
課
題
と
し
て
、
各
施

設
の
修
繕
計
画
の
必
要
性
を

明
記
し
て
い
る
。
施
設
の
長

寿
命
化
計
画
の
策
定
を
し
、

具
体
的
な
修
繕
に
係
る
実
施

計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

問競
技
場
に
あ
る
未
使
用
の

備
品
の
活
用
は
。

 

答
　
　
　 

　
　
教
育
部
長

利
用
の
機
会
が
な
い
と
い

う
の
が
現
状
で
あ
り
、
有
益

な
活
用
方
法
、
最
善
策
を
検

討
す
る
。

ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝

の
対
策
は

問ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
の
選
考
会

参
加
者
が
少
な
い
。
今
後
の

対
策
は
。

 

答
　    

教
育
長
・
教
育
部
長

子
供
た
ち
が
参
加
し
や
す

い
よ
う
に
、
指
導
者
、
事
務

局
が
一
丸
と
な
り
、
研
究
、

検
討
し
、
学
校
と
も
協
力
を

密
に
し
て
、
本
市
の
子
供
た

ち
の
力
を
最
大
限
に
発
揮

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

く
。

問サ
ッ
カ
ー
の
チ
ー

ム
が
よ
く
使
用
し
て

い
る
桃
源
郷
運
動
公

園
。
芝
生
の
サ
ッ
カ

ー
場
と
し
て
、
利
用

向
上
を
は
か
っ
て
い

く
の
で
あ
れ
ば
、
も

っ
と
芝
生
の
管
理
、

グ
ラ
ン
ド
の
整
備
を

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

 

答
　
　
　 

　
　
教
育
部
長

最
近
、
芝
生
の
状
態
は
傷

み
が
激
し
く
、
芝
が
根
付
い

て
い
な
い
部
分
が
あ
る
。
利

用
者
に
よ
り
良
い
状
態
で
利

用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

最
善
策
を
見
出
し
、
人
工
芝

も
視
野
に
入
れ
て
、
適
切
な

管
理
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

問陸
上
競
技
場
の
ト
ラ
ッ
ク

は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
状
態
で

硬
く
、
滑
り
や
す
く
、
ひ
び

割
れ
が
で
き
、
白
線
も
消
え 高田 英亮 議員

サッカー場の整備を

「子育て世代包括支援センター」の受付

サッカーの試合をする子供たち
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※午前9時 30分開会予定です。
　なお、日程は変更することがあります。

次回９月定例会NEXT

ピロリ菌チェックを！
問以

前
、
中
学
３
年

生
を
対
象
に
ピ
ロ
リ

菌
検
査
を
学
校
検
診

の
時
に
尿
検
査
で
行

っ
て
は
、
と
の
質
問

に
、
前
向
き
に
検
討

す
る
と
の
答
弁
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
後
の

進
捗
状
況
は
。

 

答
　
　
　 

　
　
市
民
部
長

研
究
・
検
討
の
結
果
、
陽

性
に
な
っ
た
場
合
、
治
療
の

段
階
に
お
い
て
、
安
全
安
心

に
実
施
で
き
る
か
と
い
う
不

安
要
素
が
あ
る
た
め
、
今
後

も
検
討
し
て
い
く
。

問ピ
ロ
リ
菌
は
母
子
間
な
ど

の
家
族
間
感
染
が
あ
り
、
除

菌
治
療
は
本
人
の
胃
が
ん
予

防
だ
け
で
な
く
、
次
世
代
へ

の
感
染
ブ
ロ
ッ
ク
に
な
る
。

成
人
式
に
「
二
十
歳
の
検

診
」
と
し
て
ピ
ロ
リ
菌
検
査

の
助
成
を
し
て
は
。

 

答
　
　
　 

　
　
市
民
部
長

周
辺
の
自
治
体
の
動
向
を

注
視
し
、
調
査
・
研
究
を
進

め
て
い
く
。

問「
が
ん
対
策
基
本
法
」の
成

立
か
ら
10
年
以
上
経
過
し
て

い
る
。
が
ん
教
育
に
外
部
講

師
を
活
用
し
て
い
る
が
、
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
授
業
を
考
え

て
は
。

 

答
　
　 

教
育
部
長
・
市
民
部
長

中
学
２
年
生
を
対
象
に
特

別
授
業
を
実
施
し
て
い
る
。

文
部
科
学
省
は
平
成
32
年
度

か
ら
、
が
ん
教
育
を
よ
り
充

実
す
る
よ
う
促
し
て
い
る
。

本
市
も
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
授

業
を
実
施
す
る
よ
う
前
向
き

に
検
討
し
て
い
く
。

ま
た
、
６
年
前
に
外
部
講

師
の
が
ん
教
育
を
受
講
し
た

一
期
生
が
来
年
成
人
式
を
迎

え
る
。
そ
の
後
の
健
康
行
動

に
結
び
つ
け
て
い
る
の
か
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
予
定
。

予
防
接
種
は

こ
れ
で
安
心

問乳
幼
児
が
受
け
る
予
防
接

種
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
が

煩
雑
で
接
種
漏
れ
も
あ
る
。

小
児
科
医
院
で
予
防
接
種
日

を
母
子
手
帳
に
記
入
し
て
も

ら
う
が
、
予
防
接
種
の
日
程

を
ス
マ
ホ
な
ど
で
簡
単
に
管

理
で
き
、
メ
ー
ル
で
知
ら
せ

て
も
ら
う
「
予
防
接
種
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ラ
ー
」
を
導
入
し
て

は
。

 

答
　
　
　 

　
　
市
民
部
長

乳
幼
児
に
接
種
す
べ
き
予

防
接
種
だ
け
で
も
10
種
類
以

上
あ
る
。
医
師
会
と
連
携
も

含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

大谷 さつき 議員

日 月 火 水 木 金 土
8/26 27 28 29 30 31 9/1

本会議
（開会）

2 3 4 5 6 7 8

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問・
質疑・付託）
予算決算
常任委員会

総務文教・
予算決算
常任委員会

9 10 11 12 13 14 15

予算決算
常任委員会

厚生・
予算決算
常任委員会

予算決算
常任委員会

産業建設・
予算決算
常任委員会

16 17 18 19 20 21 22

予算決算
常任委員会

23 24 25 26 27 28 29

予算決算
常任委員会

本会議
（閉会）

議会を傍聴してみませんか
市議会の定例会は、３・６・９・12月の年４回開催され、

傍聴することができます。
市議会では、市民のみなさんの生活に直結した重要な

問題が審議されていますので、私たち議員の活動状況や
市政の内容を知るためにも、ぜひ傍聴にきてください！

【傍聴手続き】
本会議の傍聴を希望される方は、当日受付で住所・氏

名を記入していただき、入場してください。
本会議の傍聴定員は、30人（うち車いす用２席）です。

【受付場所】
本庁舎６階　議会事務局

電話でのお問い合わせもお受けしています。
●お問い合わせ … 議会事務局
電話番号：0736 －77 －0860

紀の川市議会だより　No.46　平成30年［2018］
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委員会活動報告
各委員会では、議案の審査だけでなく、各委員会に付託された市民生活に深く

関わることについて議会の開会・閉会にかかわらず調査研究を行っています。
最近の活動状況についてお知らせします。

総務文教常任委員会
4月27日

議員研修

「学校教育方針」「教育環境の整備」について調

査を行いました。市内５つの中学校で現地調査を

行い、学力・体力向上のために力を入れているこ

とは何か、またクラブ活動や修学旅行のこと、現

在の学校での問題点などを質疑しました。

また、教育環境の整備について調査するため、

図書室の環境とトイレの状況を視察しました。

６月４日、議員研修を開催しました。龍谷大学政策学

部教授 土山希美枝氏を講師に迎え、「一般質問の質問力

を高めるために」をテーマに講義を受け、事例研究や質

疑応答を行いました。

◦大阪府和泉市議会
【５月17日】庁舎建設について

◦田辺市議会
　新庁舎整備及びまちづくり等特別委員会

【５月31日】庁舎建設について

◦佐賀県唐津市議会 都市整備委員会
【７月18日】橋りょう長寿命化について

◦山形県山形市議会 産業文教委員会
【５月17日】フルーツツーリズムの推進について

◦千葉県袖ケ浦市議会
　地域活性化推進特別委員会

【７月12日】地方鉄道再生の取り組み等について

◦大阪府堺市議会 ソレイユ堺会派
【７月26日】フレイルチェック事業について

他市からの視察を受け入れています

紀の川市議会だより　No.46　平成30年［2018］
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答弁答弁

その後その後

命を守る「AED」新規就農者への
独自支援を

交番にAEDを設置親元就農にも一時金を検討

AED は、10 年前と比べ操作が簡素化され、
電気ショックの必要性を機器が判断するため、
誤ったショックを与えることはほとんどない。

AED を 24 時間使用できるように、コンビ
ニや交番などへの設置拡充は。

年間最大 150 万円が支払われる国の新規就
農支援策は、さまざまな制限がある。親元就
農者を対象にしたり、年齢を拡大するなど、
独自の支援策を考えるべきでは。

国の補助対象とならない親元新規就農者
に対しても独自の支援メニューを考えなけ
ればならない時期に来ている。

コンビニへの設置は、各店舗の責任や補
償などの課題がある。

交番については、随時設置する方向で進
めていく。

農業振興戦略具体化方策を平成 30 年３月
にまとめた。この中で、親元就農への支援に
ついても、国の制度である農業次世代人材投
資資金の対象とならない親の農業を引き継ぐ
新規就農に対して一時金の支給などを行うこ
とを盛り込んだ。具体的な金額や期間、離職
などの支給の要件をこれから設計していく。

ちょっ
と

おしえ
て！

市内の交番駐在所10ヶ所にAEDが設置され
た。

突然の心停止は高齢者や既往症のある方だ
けでなく、若者や子供にも起こりうる。救急
車が来る前に交番で活用することができる。

AEDが設置された打田交番

紀の川市議会だより　No.46　平成30年［2018］

17　Kinokawa City Gikai Dayori



紀
の
川
市
議
会
だ
よ
り
2018

46

編
集
／
発
行

紀
の
川
市
議
会 

〒
６
４
９
ー
６
４
９
２ 

和
歌
山
県
紀
の
川
市
西
大
井
３
３
８
番
地

☎
０
７
３
６
（
７
７
）
２
５
１
１
㈹  

FAX
０
７
３
６
（
７
７
）
０
８
６
２

Eメ
ー
ル
：
k010200-001@

city.kinokaw
a.lg.jp

No.

　

編
集
後
記

平
池
緑
地
公
園
の
ハ
ス
の
花
が

咲
き
、
特
産
の
桃
の
販
売
も
盛
況

の
夏
本
番
と
な
り
ま
し
た
。

南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
の
発
生
が

心
配
さ
れ
る
な
か
、
大
阪
府
北
部

で
大
き
な
地
震
が
起
き
ま
し
た
。

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
に
よ
り
犠
牲

者
を
出
し
た
こ
と
は
悔
や
ま
れ
て

な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
台
風
7
号
や

梅
雨
前
線
の
影
響
で
、
西
日
本
を

中
心
に
広
い
範
囲
で
記
録
的
な
大

雨
と
な
り
、
各
地
で
甚
大
な
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。
気
象
庁
は
、

こ
の
災
害
で
の
経
験
や
教
訓
を
後

世
に
伝
承
す
る
た
め
、
「
平
成
30

年
7
月
豪
雨
」
と
命
名
し
ま
し
た
。

犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
被
災
さ
れ
た
方
に
心
よ
り
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し

て
、
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復

旧
・
復
興
を
願
い
ま
す
。

私
た
ち
は
自
然
災
害
か
ら
命
を

守
る
行
動
を
改
め
て
考
え
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
市
議
会
と
し
て
市

民
の
安
全
安
心
を
第
一
に
考
え
、

執
行
部
と
と
も
に
、
よ
り
い
っ
そ

う
防
災
・
減
災
対
策
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

（
並
松　

八
重
）

桃はいかが？

防災教室（上名手小）

僕たち、全国大会へ行きます！

願い事とどけ

待望のプール開き


